
　ＪＲ東日本は「社友会」なる社員組織の本格的な組織化を開
始しました。「社友会」は完全に会社による組織です。狙いは
明らかに「労働組合なき職場支配」です。

自らのクビを締めることになる
　ＪＲ東は昨年来、最大労組である東労組の解体に乗り出して
います。管理者による公然とした脱退強要など、あからさまな
不当労働行為が横行し、瞬く間に３万数千人が脱退する事態に
なりました。そして、深澤社長自身による号令で、「社友会」
なる社員組織の組織化が始まりました。
　規約によれば、労働組合員に入会資格はありません。すでに
入会していても、労働組合に入ったら自動的に退会です。その
目的には「より効率的な職場づくり」が掲げられています。総
会決定に従うことも義務付けられています。不当な扱いに抗議
したり、施策について交渉したりする組織ではありません。労
働組合とは全く別の組織です。職場で労働者がどんなに惨めな
存在に突き落とされても、一言も声をあげられない状況に追い
込むための組織です。
　社友会に入ってはなりません。自分自身のクビを締めること
になるからです。社友会に職場を明け渡してはなりません。こ
れは社会全体の労働者の雇用と権利がかかった闘いです。

ＪＲから社会全体に雇用破壊を拡大
　これは、ＪＲだけの問題ではありません。新たな労働者支配
と「働き方改革」＝戦後最大の雇用破壊のモデルをＪＲで作り、
社会全体に広げようという攻撃です。

　昨年成立した「働き方改革」関連法は、さまざまな特例を設
け、これまでの労働者の雇用や権利のあり方を根本から転換・
解体するものです。「無期転換」の名のもとに非正規職は「ジェ
ノサイド」とまで呼ばれる首切りにさらされ、「高度プロフェッ
ショナル制度」と称して８時間労働規制が打ち砕かれ、「同一
労働同一賃金」の名の下に非正規職並賃金の「名ばかり正社員」
が大量に生み出される。しかし、その “ 特例 ” は職場代表との
労使協定などが条件です。職場代表を労働組合ではなく会社が
握る。ここに戦後最大の雇用破壊攻撃のカギがあります。
　一方、裁判で「職場代表を会社側が不正に選んだ」と認定され、
裁量労働制の適用や就業規則改悪が無効になるといったケース
が相次いでいます。「一方的に賃金が引き下げられたと思った
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ら、会社が選んだ職場代表が署名していた」という職場もあり
ます。そのひどい現実は新聞でも取り上げられ、社会問題にな
るほどです。
　しかし、政府内では「就業規則改正の正当性が裁判をやらな
いとわからないのは問題だ」「職場代表が了承すれば労働者へ
の不利益変更も正当と認めるべきだ」と話されています。ＪＲ
は「社友会」の組織化を通して、「職場代表さえ認めれば、会
社の好きにしていい」という “ 新しいルール ” を社会全体に広
げようとしているのです。

「職場の雰囲気が変わった」
　動労千葉は、ＪＲグループ会社のＣＴＳ（千葉鉄道サービス）
において、最大職場である幕張事業所の職場代表選挙に勝利し
ました。昨年はじめて行われた職場代表選挙に続き、２度目の
勝利です。昨年は１回目、２回目（決戦投票）でも決着がつか
ず３回目の選挙（信任投票）までもつれこみました。今年は１
回目の投票で過半数を超える１１７票を獲得し、２位のＣＴＳ
労組委員長の７０票に４７票差という圧勝となりました。
　その力になったのは、日々の職場における活動です。職場の
声をきいて問題点を集め、毎月の安全衛生委員会や労使協定を
めぐる交渉などに持ち込んでいきました。会社は議論の中身を
隠そうとします。それを「安衛だより」を発行することで、職
場全体に知らせていきました。職場の声を力にして、具体的な
改善も数多くかちとっていきました。
　その中で、「職場の雰囲気がこの一年でだいぶ変わってきた」
といった声が職場から多くあがるようになりました。職場代表
が労働者の立場に立って闘うことの大事さが、実感として伝
わっていったのです。そして、誰もが「おかしいことはおかし
い」と言える職場に変化していっています。

職場に闘う労働組合を！
　社友会は労働組合ではありません。過半数をとっても、それ
だけで職場代表にはなれません。いつでも職場代表選にたって
闘うことができるのです。
　職場の主人公は労働者です。日々、鉄道を動かし、安全を守っ
ているのは現場労働者です。職場のみんなが一歩踏み出せば、

職場を変えることができます。
　必要なのは闘う労働組合です。会社が最も恐れていることは、
現場労働者が声をあげ、団結して反撃にたつことです。現場労
働者の団結した力は、決して弱々しいものではありません。そ
の力を引き出せば「社友会」による職場支配は打ち破れます。「働
き方改革」による雇用破壊を打ち破ることもできます。
　動労千葉・動労総連合とともに闘おう。職場代表選にたち、
社友会支配・「働き方改革」攻撃を打ち破ろう。
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　職場代表は「働き方改革」による雇用破壊の
カギを握っています。
　裁量労働制は、「実際に働いた時間に関係な
く『契約した労働時間分を働いた』ことにする」
制度です。労働時間の管理も労働者任せです。
過大なノルマなどで長時間の残業が強いられて
も残業代はゼロ。企業は責任も取りません。
　高プロ制度は労基法適用が完全になくなりま

制限もなく残業代や休日・深夜割増もゼロです。
　これらの制度の導入には、就業規則の変更、
労使委員会の設置、委員の５分の４の賛成など
が必要です。就業規則改悪のカギは職場代表で
す。労使委員会の労働者側委員は職場代表が選
びます。職場代表の役割は非常に重大です。
　とくに「同一労働同一賃金」は「劇薬」です。
非正規の賃金を改善するかのようにいって全体

を「非正規並み」に引き下げる狙いだからです。
　法律上は「不合理な待遇差を禁止する」とい
う規定ですが、「格差の理由を説明できればい
い」という “ ルール ” が作られようとしていま
す。年功型賃金も解体されます。「同じ仕事な
ら２０歳でも５０歳でも同じ賃金」なら企業は
間違いなく低い方に合わせます。そして、会社
に「評価」されなければ賃金は一切あがらない。
　そのためには就業規則の変更が必要です。こ
こでも職場代表が重要な位置にいるのです。
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コラム 働き方改革と職場代表

　職場改善かちとる！
➤作業場の夜間照明の改善、危険個所の改善
➤粉塵対策で作業内容を変更
　（車両椅子下のフィルター交換を屋外で行うことに）
➤熱中症指数計、クーラーボックス、お茶・水・ポカ
リなど熱中症対策用品の購入

➤計画業務、構内業務、清掃業務の意見交換会を開催
➤時間外の清掃作業について未払い賃金の是正
➤夜勤の食事時間の改善、詰所への乾燥機増設


